




























力，外国語能力に基礎付けられた国際性，さらには， 幅広い教養を養うことが
できる。先端的科学技術の急速な発展や経済 のグローバル化・市場経済化の
進展などによって大きな変容を遂げつ つある現代の経済社会に深い関心をも
ち，経済学・経営学の基礎理論 や幅広い教養を身につけ，さらに，豊かな国際
感覚を磨くことを通じ て，人類が直面している種々の問題に積極的に取り組
んでいこうとい う気概をもった皆さんが，経済・経営学科に興味をもち，入
学される ことを期待している。  そのために高校では，基礎的科目としての国
語・数学・外国語の諸 科目をしっかりと勉強するだけでなく，地歴・公民の
諸科目をできる だけ満遍なく学習することが重要となる。また理科の諸科目
も経済発 展と密接不可分な科学・技術を理解するために学習することが求め
られる。 
◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得され

る知識・技能。
❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分の

言葉で人に伝える資質。
❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：現代の経済社会への深い関

心。人類が直面している種々の問題に積極的に取り組んでいこうという気
概。多様性を尊重する態度，異なる考えに共感する寛容性。常に自らを向上
させようとする意欲。

◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

大学入学共通テスト
個別学力検査 個別学力検査 調査書

一般選抜
（後期） 大学入学共通テスト 小論文 調査書

総合型選抜 大学入学共通テスト 小論文
面接

調査書
志望理由書等

【経済工学科】

　現代の経済はグローバル化が進展し，相互依存関係が強まる中，将来に対す
る不確実性の度合いが増してきています。加えて日本では少子 ･ 高齢化や財政
赤字など解決困難な課題が山積しています。こうした状況の下で社会，経済の
問題に取り組むには，新しい理論を学び，数量面を中心に実証的な方法を取り
入れ，現実経済の動きとの関係を検証していくことや，情報技術を活用するな
どの工学的な方法による幅広いアプローチが求められています。
　本学科では，社会，経済の諸問題をまず理論的枠組みで分析し，その結果を
数量分析の方法に基づいて多方面から検討 ･ 評価することによって，望ましい
政策や戦略を立案し，現実へフィードバックする方法の習得に教育の重点を置
いています。経済工学科は全国でも唯一であり，理論分析，数量分析，政策分
析に関する体系的な教育内容が実践的である点に特徴があり，理論から応用ま
でを一体として学ぶことのできる学科です。文系や理系といった既成の枠にと
らわれることなく自由で創造的な発想に基づき，社会･経済問題の解決に向け，
積極的に取り組む国際的に活躍できる人材を育成していきます。

　本学科は，少数の必修基本科目群とそれを多方面に応用 ･ 発展させた先端的
な内容を含む専門科目群から構成されています。最初の1年は幅広い教養を身
に付けるための基幹教育科目を学習し，2年次からは専門教育が中心となりま
す。2年次終了までに学習する専門基本科目は次のものです。
＊基本科目：
　ミクロ経済学 I･II，マクロ経済学 I･II，基礎計量経済学 I･II，情報処理 I･II，
　数理統計学 I･II，会計学 I･II，経済史 I･II，経営学 I･II，国際経済学Ⅰ・Ⅱ
　3年次からの専門科目は，経済システム解析，政策分析，数理情報の3分野に
大別されます。経済システム解析の分野は，問題をマクロ経済，ミクロ経済レ
ベルで最先端の経済理論や数量的手法を用いて分析しようとするものであり，
政策分析の分野は，金融，財政，社会保障など多様な経済問題に関する政策を
分析 ･ 評価するための基礎知識と手法を学び，新たな政策提言を行うという課
題を担っています。数理情報の分野では，経済分析のための統計的，数学的基
礎，大量の情報を管理し処理するための数学的な基礎知識と，コンピュータの
基礎と応用について学びます。少人数の演習によってこれらの専門分野のいず
れかをさらに深く学習します。最後に，大学院への進学を奨めるために，学部
4年生を対象に大学院開講科目の一部を「学部特別専門科目」として学部に開
放しています。ここで修得した単位は，大学院に進学した場合は，大学院の単
位として認められます。

◆求める学生像
　経済学部経済工学科では，最先端の内容を含む経済理論，数量，情報科学の
方法を活用して分析を進め，これらの結果を評価し，社会，経済における政策
や戦略に応用，実践できる人材の育成を目指している。このため経済学の勉学
の土台となる国語力，社会に関する一般的基礎知識，数学（微積分，確率・統
計，行列などは大学で経済学を学ぶ際，特に重要であるが，受験のためには所
定の数学を満遍なく学習する必要がある）をはじめとする数理的知識，また，
現代社会に対する多様な関心，好奇心を持つ学生の受け入れを重視する。
◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得され

る知識・技能。
❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分の

言葉で人に伝える資質。
❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：現代社会に対する多様な関

心，好奇心。多様性を尊重する態度，異なる考えに共感する寛容性。常に自
らを向上させようとする意欲。

◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

大学入学共通テスト
個別学力検査 個別学力検査 調査書

一般選抜
（後期） 大学入学共通テスト 小論文 志望理由書

調査書
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　九州大学理学部は，1939年の創立以来常に中核的な一大拠点として理学の
教育 ･ 研究に携わっています。理学部では，世界最先端の研究が行われており，
21世紀 COE に採択された研究分野「統合生命科学」，「機能数理学の構築と展
開」やノーベル賞が期待される研究分野が存在します。生物学の進化生物学，
生態学，分子生物学，行動生物学，数学の作用素環論，確率論，微分方程式論，
地球惑星科学の隕石惑星圏科学，プラズマ圏科学，宇宙天気予報，化学の錯体
化学，有機合成化学，触媒化学，物理学の物性理論 ･ 物性実験，素粒子・原子
核・宇宙物理学，情報科学の計算論的学習理論などは世界的に高い評価を得て
います。
　理学部では，4年間を一貫させたカリキュラムに基づき，研究の最前線で活
躍する多くの研究者による教育により，高度な課題発見能力と問題解決能力を
もち，独創的な思考のできる人材を育成します。

【物理学科】

教育理念 ･ 目標，育成する人材像
　物理学とは「物質はどのようにして生まれたか，どのような性質を持つか，
どのような法則にしたがっているか」を探究する学問です。極微小な素粒子の
世界から，我々身の回りの物質，そして広大な宇宙にいたる様々な階層の自然
の中にひそんでいる，基本的な法則を明らかにしようとする営みともいえま
す。又近年，物理学は情報の発生，伝達も研究対象としています。
　物理学を研究してきた先輩達はそれまでの法則では説明できない不思議な現
象に出会った時に，その法則の生い立ちにまで立ち戻り深く考え直してきまし
た。そしてより普遍的な法則を発見し，現象の説明に成功してきました。
　物理学科の教育目標はまず物理の基本法則を充分に習得することです。仮に
常識では説明できないと思える現象に遭遇した場合でも，物理学の基本法則を
駆使し，考え直すことの出来る力を身につけることです。
　物理学は応用を目的とする学問ではありませんが，人類の歴史において物理
学の基本法則がもたらした発明や新製品は社会や産業を大いに発展させてきま
した。
　このように，物事を基本法則から考え直すことは，基礎科学研究に限らず，
新しい製品を作り出したり，システムを構築する際にも大変重要なことです。
最近，企業でも研究開発を重視し，基礎から物事を考える物理卒業生への期待
と求人が増えています。

教育課程の特色 ･ 内容
　物理学科には物理学コースと情報理学コースがあり，2年次からは学生の志
望と成績によっていずれかのコースに配属されます。物理学コースでは物理学
そのものを体系的に学習し，情報理学コースでは情報の分析 ･ 処理 ･ 演繹など
を学習します。物理学コースと情報理学コースの人数比は約4：1です。
　いずれのコースでも3年次までは基礎的な科目を履修します。多くの演習を
通じて講義内容の理解を深めると同時に，実験 ･ 実習により原理の基礎となっ
ている現象に触れながら現象を調べる手法を身につけていきます。4年次では，
専門的な科目の履修を通じて最先端研究の方法や到達点 ･ 問題点を把握すると
ともに，希望する研究室に所属して研究現場の雰囲気にふれながらそれぞれの
研究テーマを遂行します。
教育指導体制
　物理学コースの講義は素粒子 ･ 原子核の理論と実験，宇宙物理，物性 ･ 統計
理論，固体 ･ 液体 ･ ソフトマター実験等の広い物理学分野をカバーする教員が
担当します。情報理学コースの講義は主として数理情報学，知能科学，計算科
学の教員が担当します。演習や実験では教員のほかに大学院生のティーチング
アシスタントが一緒に指導を行います。4年次にはそれぞれの研究室で教員，
上級生の指導の元で特別研究を行います。
卒業要件および成績評価

　成績評価は期末試験，レポート，出席状況を基に行います。卒業のためには
1年次までの基幹教育科目や専攻教育科目などからそれぞれ決められた単位数
を修得することが必要です。

◆求める学生像
　物理学科では，大学での物理学・情報理学の学習に必要な基礎学力を備え，
大学での講義を理解し，情報収集やレポート作成・発表ができる国語力，基本
的な英語力，さらに，物事の背景にある普遍的な法則を積極的に調べようとす
る探究心を持つ人を求めています。
◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得され

る知識・技能。特に，大学での物理学・情報理学の学習に必要な物理・数学
などの理系科目の充分な素養と基本的な英語力。

❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：大学での講義を理解し，情報収集やレ
ポート作成・発表ができる国語力。多面的に考え，客観的に批判し，自分の
言葉で人に伝える資質。

❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：さまざまな自然現象の背景
にある普遍的な法則への関心。多様性を尊重する態度，異なる考えに共感す
る寛容性。教員・先輩・友人に質問し，議論する積極性。

◆入学者選抜方法との関係

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

（国際理学コース）

大学入学共通テスト
個別学力検査 個別学力検査 調査書

一般選抜
（後期） 大学入学共通テスト 面接 調査書

面接

総合型選抜 大学入学共通テスト
課題探究試験

課題探究試験
個人面接

調査書，志望理由書
個人面接

【化学科】

　全ての物質が原子，分子，イオン，高分子といった化学的要素からなり，さ
らに，それら物質群がアボガドロ数を単位とする集合系として振る舞うことに
より，様々な物質系を与え，各種の現象をもたらしています。生命現象はその
究極のモデルであり，依然その高度な構造体や現象に対する理解を探求すべき
段階にあります。理学における化学は，これらの自然現象，地球環境，宇宙な
どに潜む普遍的真理について探究し，実験と理論の両側面からその原理を解明
することのできる学問です。化学科では，21世紀の社会に積極的かつ能動的に
貢献することのできる目的意識と高度な専門的知識と技能を備えた次世代リー
ダーの育成を目指し，研究と教育に取り組んでいます。

教育課程の内容 ･ 特色
　1年生は，基幹教育科目を中心に履修することにより，化学を深く学ぶため
に必要となる数学，物理，外国語などの基礎学力を養うとともに，俯瞰力をも
つために必要な一般教養を身につけ，広い視野を持てるよう導きます。また，
専攻教育科目として1年次から無機化学や有機化学の講義が始まります。
　2年生からは，化学を中心とした専攻教育科目の履修が本格的に始まりま
す。具体的には，3年生後期までの2年間に，午前中は無機化学，有機化学，物
理化学，量子化学，分析化学，生物化学などの講義を履修し，午後は学生実験
を中心に履修します。これらの講義や実験では，無機化合物，有機化合物，高
分子化合物，生体物質など広範囲の物質群を取り扱い，それらの構造と性質，
ならびに反応生や合成法について学びます。化学的見地から物質の成り立ちや
性質について究明するだけでなく，社会が求める環境やエネルギー問題に対応
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【医学科】
　21世紀の医学は，遺伝子治療や再生医学 ･ 医療など重要で魅力あふれる分
野が多くあります。医学部医学科においても，高度先端医療の研究と実施にむ
けて，これまでの伝統を基盤にして，独創性に富んだ国際的視野をもつ医学者
の養成を行っています。それと同時に，臨床の場では診療行為の実力とともに
人間味あふれ，社会性に富んだ医師の育成を目指しています。そのために，人
の生命に興味をもち，その研究に情熱を燃やし，積極性と活力をもって医学に
取り組むことができる学生を歓迎します。

教育理念 ･ 目標，育成する人材像等
　医学部医学科は，医学に関する知識 ･ 技術の教育を基盤にし，医の倫理に徹
し，旺盛な探求心を有する医師および医科学研究者を育成することを目的とし
ています。創始以来約100年の伝統に培われた医学科の教育 ･ 研究の成果とし
て，世界の医学界に誇る数多くの研究業績があります。またその名声により遠
近を問わず広く一般患者に利用されている大学病院は，より高度な医療と社会
福祉の実現に向かって全力をはらっています。医師 ･ 医学者には自然科学者と
しての適性が求められる一方，病気と闘う患者さんに寄り添うよき援助者であ
ることも求められます。さらに医師の判断は患者さんの人生に大きな影響を与
える可能性があります。医学部医学科での教育 ･ 研究は，専門性の修得ばかり
ではなく，広く深く人間についての洞察を重ねることへとつながるものです。
　「人の健康と福祉の増進」という医学の使命を達成するための多様な人材を
育成することが目的です。

教育課程の特色 ･ 内容
　最近のめざましい医学の進歩にともない，医学教育の内容が必然的に大きく
変わり，また，同時に学習すべき内容が年とともに膨大な量になっています。
これに対応するため，本学部ではより低学年から臨床医学の授業を開始し，学
生教育に対しても非常に力を入れています。一方で，平成16年度から医歯薬
統合教育の試みも始まりました。
　実際の学部教育は以下のような教育プログラムに沿って行っています。低年
次開講の医学入門では医学生としての自覚を芽生えさせるために病院等におけ
る医療 ･ 介護施設の体験実習を実施しています。その後，医学の基盤となる生
物学および人体の構造の概略を学びます。2年次では，解剖学，生理学，生化学
など生命の恒常性を保つ仕組みを勉強します。さらに，種々の病気を理解する
ための基礎となる疾病基礎医学の講義と実習が始まり，3年の前期まで続きま
す。この他に1年次を中心に基幹教育科目を履修します。これは九州大学の他
の学部の学生達とも共通した教養並びに基礎力を身につけるためのもので，幅
広い人間味あふれる医師の養成のために必要不可欠な教育プログラムです。平
成19年度入学生から，この3年前期までは，医学部生命科学科（別掲）との合
同授業で，将来医学を担う学生間の交流を図っています。
　3年後期から4年前期にかけて臨床医学の知識を学ぶ講義が行われ，病気の
原因，診断，治療法などを勉強します。4年後期からは基本的な臨床技能を修
得する実習が始まり，患者さんとのコミュニケーションの取り方，病歴の聴取，
基本的診察法などを学びます。同時に社会医学の講義も始まります。5，6年生
では，臨床実習が行われますが，その前に医学生として病院を受診する患者さ
んを指導医と一緒に診る知識と技能がきちんと備わっているかどうかを評価す
るための共用試験を受験します。共用試験は知識を評価する筆記試験と技能を
評価する実技試験からなります。
　5，6年生の臨床実習では主に九大病院の各臨床診療科に1週間から4週間配
置され，指導教員の指導の下で，実際に患者さんを診察し病気を学んで行くも
のです。特に6年次では，医師としての仕上げを行うために，引き続き選択制
の研究室配属や臨床実習があります。このプログラムではそれぞれ与えられた
研究テーマに沿って基礎あるいは臨床の場で進められている研究の実際を勉強
します。あるいは，学内の診療科や学外や海外の病院を4週間ずつ選択し，5年

生の時よりさらに実践的な臨床医学を学びます。その後，社会医学を再び勉強
します。卒業試験に合格すると医学部卒業の要件を満たします。4年生終了時
に臨床実習を選ばず，大学院博士課程の1年次への編入を選択することも可能
です。これは別名 MD-PhD コースとも言われ，一足先に研究者への道を踏み
出すことを希望する学生向けに設けられています。
　平成16年度から，医師として働くためには2年間の臨床研修を受けること
が義務化されました。プライマリケアを中心に幅広く医師として必要な診療能
力を身につけ，人格を涵養する研修であることが求められています。九州大学
病院は関連施設と協力して，しっかりとした研修教育体制を整備しており，学
生臨床教育においても，医療の幅広い視点が身につけられるような教育を行っ
ています。
教育指導体制
　医学部の使命は，社会に役立つ立派な医師の育成，人間の生命現象に関係し，
人類の健康と幸せの為に役立つ研究，それに加えて最先端の技術と知識を使っ
て癌，エイズなどの難病の診断と治療を行うことにあります。そのために教務
委員会で，常にカリキュラムの問題点を見直しながら，時代に即した教育を目
指しています。平成16年度から学生の自学自習を支援するためにコンピュー
タサーバー上に教材を掲示する Web 学習システムを導入しています。また，
他学部との複合領域の研究，例えば医工連携の学習の機会もあります。
　平成13年3月の医学 ･ 医療の在り方に関する調査研究協力者会議報告とし
て「21世紀における医学 ･ 歯学教育の改善方策について」がまとめられ，医
学教育のために精選された統合型の医学教育モデル ･ コア ･ カリキュラムが提
唱されました。このモデル･コア･カリキュラムは，医学教育の根幹となるべき
部分を提唱したものであり，本学科ではこのカリキュラム，特に臨床前教育の
章を参考にしながらも，九州大学独自の特徴を持つ医学教育を進めています。
　生命倫理に関する教育は，生命，特に人の生命を直接対象とする医学研究者，
医療人の育成において不可欠のものです。生命倫理に関する基本的 ･ 普遍的な
考え方を体系的に学べるようカリキュラムを編成しています。

◆求める学生像
　医学科では以下の学生を求める。医師の仕事は，非常に幅広く，基礎の研究
者から臨床医まで選択肢も多い中で，最も大切なことは弱い立場の患者さんの
味方となり，病気に苦しんでいる患者さんを助けることである。単に受験学力
が高いから医学部に入学するのではなく，医師としてあるいは医科学分野の研
究者として活躍するに十分な能力と素質をもち，明確な目的意識をもった学生
を望んでいる。人間で最も大切なことは，「生きがいを持ち人間らしく生きるこ
と」である。命に直接関係するような病気を持っている患者さんは，ややもす
ると，この「生きがい」をなくし，生きる喜び，生きる目標を失っている。こ
のような人達に優しい救いの手をさしのべることができる人間味あふれる学生
を求めている。
◆求める学生像と学力３要素との関連
① 知識・技能：高等学校などにおける基礎的教科・科目の履修を通して獲得さ

れる知識・技能。加えて，医学・医療における知識・技能の習得ができる基
礎的な能力。

② 思考力・判断力・表現力などの能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分
の言葉で人に伝える資質。医学知識を習得し，臨床に応用するために努力を
惜しまない姿勢。

③ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：医師としてあるいは医科学
分野の研究者として活躍することへの強い関心，多様性を尊重する態度，異
なる考えに共感する姿勢。多職種と協働して医療を提供しようという意欲。
患者・家族から求められている医療を真摯に提供しようとする意欲。新しい
医学を創造・発展しようとする意欲。
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◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

大学入学共通テスト
個別学力検査

個別学力検査
個別面接

調査書
志望理由書
個別面接

【生命科学科】
　医学部生命科学科では，ヒトならびに様々なモデル動物を対象とした次世代
の生命医科学研究と医学教育を担う人材を育成し，世界に向けて輩出すること
を目標としています。そのために，本学科では多様な生命活動とその分子メカ
ニズムに興味を持ち，未知の領域を探求する旺盛な好奇心と柔軟な思考力をも
つ学生を歓迎します。同時に，国際的に活躍するには高い語学力が求められま
す。研究のみならず語学力の向上に向け，意欲的に取り組む学生を歓迎します。

教育理念（教育理念 ･ 目標，育成する人材等）
　医学部生命科学科に入学した学生は，生物学と医学の幅広い基礎的知識を修
得することが求められます。その後に，生命医科学の最新の知識の修得を可能
とするプログラムが準備されています。このような教育プログラムによって
「幅広い知識と高度な専門的能力を備えた人材」，「課題発掘ならびに問題解決
能力を備えた人材」，「生命医科学の研究分野でリーダーシップを発揮できる人
材」，「国際的視野に立ち基礎医学教育を担う人材」を育成したいと考えていま
す。

教育プログラムの特色 ･ 内容
　生命科学科では，2年次において生物学や医学の基礎知識を修得するととも
に，種々の実習科目において基本的な実験操作を修得します。さらに，高年次
においては分子細胞生物学，高次機能制御学，生体情報科学，臨床医学等の講
義 ( 下記を参照のこと ) を通じ，最新の研究に関する知識を修得します。また，
3年次の早期研究室体験ならびに4年次の卒業論文研究では，希望する研究室
に在籍し，教員の指導のもとに研究を開始します。卒業論文研究では，学生一
人ひとりにテーマを設定し，卒業論文を作成しますが，この過程で研究を行う
上で必要な基礎的能力を身につけます。
　国際的に活躍する人材を養成するためには，高い英語力が不可欠です。そこ
で，英語教育を重視したカリキュラムを準備しています。英語論文の読解だけ
でなく，コミュニケーション能力の修得に向け，外国人教員による講義を行い
ます。

1. 分子細胞生物学：生化学，細胞生物学，ゲノム医科学，構造生物学，微生物
学
2. 高次機能制御学： 免疫学，分子薬理学，脳 ･ 神経機能学，分子病理学，予防

医学，分子疫学，発生再生医学，遺伝子 ･ 細胞療法学
3.生 体 情 報 科 学： 情報生物学，遺伝情報解析学
4.臨 床 医 学： 脳神経 ･ 運動器概論，循環器概論，呼吸器 ･ 造血器概論，

腎 ･ 泌尿生殖器概論，周産期 ･ 成長発達医学概論，アレル
ギー ･ 膠原病 ･ 感染症概論，消化器概論，心医学 ･ 精神医
学概論，内分泌 ･ 代謝 ･ 老化概論，感覚器 ･ 皮膚概論

教育指導体制
　生命科学科ならびに医学科教員が本学科の教育プログラム全般を担当しま
す。また，必要に応じて学内の他学部の教員や他大学の教員が本学科の教育に
参加します。各学年には担任を置き，個々の学生からの相談に対応します。

◆求める学生像
　生命科学科では以下の学生を求める。ヒトを含む様々な生物の生命現象に興

味を持ち，生命医科学関連領域の勉学と研究に情熱をもって臨む志の高い学生
を求める。本学科では将来の生命医科学研究と医学教育を担う多数の人材を輩
出するため，基礎的講義を土台に最先端の生命医科学研究を行うまでの教育プ
ログラムを準備している。このような講義ならびに研究内容を理解するには，
高校において理系科目（数学，理科〔生物，化学，物理〕）の履修を通じ，自然
科学の基礎知識を習得するとともに，文系科目（国語，英語，社会）も幅広く
履修することが望まれる。また，論理的な思考に基づいて，口頭および文章で
論理的な説明を行う能力を備えていることが望まれる。

◆求める学生像と学力３要素との関連
① 知識・技能：高等学校などにおける基礎的教科・科目の履修を通して獲得さ

れる知識・技能。加えて，生命医科学研究における知識・技能の習得ができ
る基礎的な能力。

② 思考力・判断力・表現力などの能力：論理的・多面的に考え，客観的に批判
し，自分の言葉で人に伝える資質。生命医科学に関する知識を習得し，研究
に応用するための努力を惜しまない姿勢。

③ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：ヒトおよびヒトに関係する
生物が示す生命現象への興味，基礎医学研究への興味，多様性を尊重する態
度，異なる考えに共感する姿勢。周囲と協調して生命医科学研究を創造・発
展しようとする意欲。

◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

大学入学共通テスト
個別学力検査

個別学力検査
個別面接

調査書
個別面接

【保健学科】
　九州大学医学部保健学科では，保健学分野の将来を担う高度な実践者，教育
者・研究者へと発展する優れた医療人を育成することを目標としています。

教育理念 ･ 目標，育成する人材像等
　九州大学医学部保健学科は，広い見識と深い人間理解を基盤とし，人の健康
と幸せに貢献する人材を育成することを教育理念としています。このためには
豊かな人間性の涵養に努めるとともに，社会の変化により生じる保健・医療・
福祉への新たな要請にも応えうる知識と実践能力の涵養が重視されます。ま
た，保健学分野の将来を担う高度な実践者，教育者，研究者へと発展する優れ
た医療人を育成します。この目的を実現するために，「豊かな人間性を備えた人
材の育成」，「高度化する医療に対応できる人材の育成」，「全人的チーム医療に
対応する人材の育成」，「高齢社会の医療に対応した人材の育成」，「多文化共生
社会における国際医療の場で活躍できる人材の育成」，「医療の情報化に対応す
る人材の育成」，「教育者，研究者へと発展可能な人材の育成」などを目標にし
ています。

教育課程の特色 ･ 内容
　看護学専攻では，病む人だけではなく全ての人々の健康を支援するため，人
間の尊厳を理解し，看護の知識と技術，科学的判断力と創造的思考を修得する
ことにより，専門的知識と実践力を有する看護師，保健師を養成します。さら
にグローバル化を目指した国際交流によって，国際的に活躍できる医療人を育
成します。具体的には医療に関する専門知識とともに，看護実践に直結する看
護技術，看護過程，看護倫理等を教育するとともに，看護の対象である出生前
から，小児期，青年期，成人期，老年期に至る人々の特性や健康レベルに応じ
た看護ケア，医療機関・保健福祉施設，訪問看護ステーションなどの様々な場
における看護実践方法について教育します。加えて，看護職のリーダーとなれ
る素養の一つとして，看護研究能力の育成にも力を入れています。
　放射線技術科学専攻では，まず，医療系基礎教育として，解剖学，生理学，
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生化学などを教育し，専門科目に進む前の基礎的な知識を学びます。つぎに専
門教育として，放射線や電磁波並びに磁気の特性や計測法，人体におよぼす影
響とその安全管理，医用画像機器の原理・特性及び画像情報の基本特性，デー
タ収集，画像形成過程の解析並びにコンピュータを用いた医用画像の構築法，
画像処理，画像情報の定量解析などの基礎放射線科学について教育します。さ
らに，画像情報を得るための具体的な撮影技術，臨床画像の分析，画質の評
価，新しい画像解析手法の開発，形態画像情報及び機能代謝情報の分析，定量
評価，データ解析法並びに放射線治療技術などの医用放射線科学について教育
します。
　検査技術科学専攻では，人からの検査材料 ( 尿や便，血液，髄液，細胞や臓
器など ) や人体の生理機能 ( 呼吸や血液循環，脳機能など ) を検査して正確な情
報を引き出し，それを処理・解析して病気の診断や早期発見，治療，予防に役
立てる知識・技術を教育します。医療系基礎教育では，人体の構造と機能，微
生物・寄生虫とその感染症，公衆衛生などの医学の基礎と，医学総論や臨床医
学など医療関連の知識を教育します。専門教育では，臨床化学検査，病理検査，
生理機能検査，病原体検査，免疫検査，血液学的検査，遺伝子検査など，臨床
検査の幅広い分野において原理・方法とその技術について教育します。先進の
検査技術や精度管理についても特論で教育し，学内での講義・実習および九州
大学病院での臨地実習を通じて，臨床検査の総合的な実践能力・高度先端医療
技術を教育します。
教育指導体制
　保健学科は看護学専攻，放射線技術科学専攻及び検査技術科学専攻の3つの
専攻から構成されています。
　各専攻では，それぞれの専門領域において多くの実践を積んだ，教育経験豊
かな教授陣により充実した教育・研究が展開されています。

◆求める学生像
　保健学科での学修をめざす学生には，病む人々や健康を願う人々の心を理解
し，保健，医療，福祉の分野で活躍する意欲と強い意志があることが求められ
る。また，医療における諸問題を発見し，それらを解決するために課題を設定
して解明するのに必要な思考力や自主性も求められる。さらに，広い分野の学
習を進めながら関心の幅を広げたり，海外での医療活動を見据えた語学力が望

まれる。
❶知識・技能
• 高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得される知識・技

能。
• 保健・医療・福祉における幅広い知識や技能。
❷思考力等
• 多面的に考え，客観的に批判し，自分の言葉で人に伝える資質。
• 保健・医療・福祉における課題を自主的に発見し，解決するために必要とな

る理系的・論理的思考力。
• 国際的に保健・医療・福祉活動を行うために必要な思考力および表現力。
❸主体性等
• 病む人々や健康を願う人々の心を理解し，保健，医療，福祉の分野で活躍す

ることへの関心。
• 多様性を尊重する態度，異なる考えに共感する寛容性。
• 周囲や他分野の人々と積極的にコミュニケーションを図り，保健・医療・福

祉活動を安全に遂行する意欲や能力。
• 高い倫理観と豊かな人間性を身に付け，保健・医療・福祉の分野で社会に貢

献する意欲。
◆入学者選抜方法との関係
　選抜方法に関する別表を参照
　なお，保健師コース選択希望者については，2年冬学期終了時に選考試験を
行う。選考は，試験時までの専攻教育科目の成績に加え，複数名のコース担当
教員による面接，小論文を課し，総合的に審査する。
◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

調査書
大学入学共通テスト

個別学力検査
個別学力検査 調査書

総合型選抜 調査書
大学入学共通テスト 小論文

調査書
志望理由書
個人面接

　九州大学歯学部は高度職能人としての歯科医師を養成し，歯科医療や歯学の
教育・研究におけるリーダーとして国内外で活躍できる優れた人材を育成する
ことを教育理念とします。歯学部における教育は，高い倫理観，豊かな人間性，
ならびに高い国際性を有する高度な専門知識と臨床能力を備えた歯科医師ある
いは歯学研究者を養成し，口腔の機能改善と構築に幅広く貢献し，「口腔から全
身の健康に貢献する」ことを実践することができ，国際的にも活躍できる指導
的人材を育成することを目的とします。

　歯学部では，歯科医療および歯学に関連する幅広い知識を身につけるため
に，歯科基礎医学，臨床歯学のみならず，医療系統合教育や医学教育も含
め，各専門分野における徹底した集団指導により，以下に掲げる歯科医師・
歯学研究者に求められる資質を涵養することを目指します。また，能動学習
を主体とした自律的学習態度を身につけて生涯研修の能力的基盤とし，専門
科目で身につけた知識や技能を統合するための総合科目を設定して Problem-

basedlearning や Team-basedlearning などの多様な教育方略を採用する
とともに，形成的評価により自分の学習到達度を確認しながら学修を進めるこ
とのできる体系的なカリキュラムを提供します。
❶ 豊かな人間性と生命の尊厳について深い認識を有し，顎顔面口腔領域の健康

を通じて人の命と生活を守る歯科医師としての職責を自覚します。
❷ 患者さんとその家族の秘密を守り，歯科医師の義務を果たし，医療倫理を遵

守するとともに，患者の安全と安心を最優先し，常に患者さん中心の立場に
立ちます。

❸ 歯科医療の内容を分かりやすく説明し，患者さんやその家族との対話を通じ
て良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能力を有します。

❹ 医療チームの構成員の1人として，相互の尊重とともに，次世代を担う後継
者や周囲の学習者に対して指導を行います。

❺ 統合された知識，技能，態度に基づき，自らの診療能力を正しく評価した上
で，顎顔面口腔のみならず，種々の全身的，心理的，社会的状況に対応し，
総合的に診療するための実践能力を有します。

❻ 医療を巡る社会経済的動向を把握し，地域医療の向上に貢献するとともに，
地域の保健・医療・福祉・介護および行政等と連携協力します。
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　薬学は生体の科学と物質の科学の融合深化を図り，医薬の創製とその適正な
使用および環境と健康の問題を含めて，疾病および健康を広範囲にわたって探
求する学問です。薬学部は，これまで医療に直接携わる薬剤師，薬の創製に関
する基礎および応用研究者，さらにこれらの分野で指導的役割を担う人材を育
成してきました。薬学部が担ってきた薬剤師および研究者を育てるという2つ
の異なった教育をより効果的に行うため，薬学教育制度が改正されました。こ
れにより，平成18年度よりこれまでの1学科制に代わり，“ 創薬科学科（4年
制）” と “ 臨床薬学科（6年制）” の2学科が設置されました。2つの学科は，そ
れぞれの役割に応じた異なるアドミッションポリシーで学生を募集します。
　創薬科学科は，医薬品の創製に関する基礎および応用研究者となる人材の育
成
を目的とする4年制の学科です。本学科の特徴は，化学や生物などの基礎科目
を人体 ･ 病気 ･ 薬との関連で学ぶことです。これらを通して，創薬科学科では
大学や製薬企業などで活躍する研究者を養成するための基礎教育と専門教育を
行ないます。創薬科学科は大学院修士課程への進学を前提としたカリキュラム
を組んでおり，修士（2年間）･ 博士後期課程（3年間）でさらに進んだ専門教
育を行います。
　臨床薬学科は，医療従事者としての実践力を持った薬剤師の養成を目的とす
る6年制の学科です。本学科では医療薬学の基礎的および臨床的教育や研究を
通して，医療薬学の将来を担う指導者，教育者，研究者へと発展可能な人材を
育成することを目的としています。臨床薬学科を卒業した後に，さらに高度な
医療薬学の修得や医療薬学分野における研究を行う場合は，大学院博士課程
（4年間）へ進学することになります。

　令和３年度の入学者選抜は，大学入試共通テストと個別学力検査の組み合わ
せによる一般選抜（前期日程および後期日程）により行います。創薬科学科の
募集人員は49名，臨床薬学科の募集人員は30名です。各募集人員を一般選抜
（前期日程および後期日程）により募集します。
　薬学部両学科間での転学科については，選考の上，若干名これを許可する制

度があります。
【創薬科学科】

　21世紀の人々の健康を維持するためには，癌をはじめとする難病や新種の
ウイルスなどによる新興疾患に対する治療薬や予防薬の開発が必要です。この
ためには，生命のメカニズムの解明や障害因子の特定，並びにそれらの情報を
基に副作用の少ない標的に特異的に働く理想的な医薬品の開発が必要です。薬
を創る，いわゆる創薬産業は我が国で発展が期待される次世代産業の一つと捉
えられており，これを育成 ･ 発展させることが望まれています。九州大学薬学
部はこれまでも創薬研究に大きく貢献してきました。創薬科学科は，この創薬
研究に関連する教育をさらに強化し，最先端の創薬研究に対応できる高い能力
を持つ国際的に活躍できる研究者や指導者の養成を目指しています。
　創薬科学科では，薬を創り出していく上で基礎となる化学系薬学，物理系薬
学，生物系薬学，環境系薬学および医療系薬学を相互に関連付けて幅広く履修
し，それらに関する高度な知識 ･ 技術を修得します。創薬科学科ではこれらの
幅広い学問分野を修めかつ得意な専門分野に精通した人材の育成を目標に教育
を行います。しかし，研究者としてはこれらの知識を吸収しただけでは不十分
であり，さらに問題を見出し解決する能力が必要です。創薬科学科ではこのよ
うな問題発見 ･ 解決能力を養うために種々のプログラムを用いた教育を行いま
す。創薬科学科では修士課程への進学を前提としたカリキュラムを組んでいる
ため，学部課程においては，創薬研究者や指導者になるための基礎的知識につ
いて学びます。しかし，問題の発見や問題を解決する能力は学部の教育だけで
は十分ではなく，大学院修士課程や博士後期課程での学習や研究を通したさら
なる能力の向上 ･ 強化が必要です。

教育課程の特色 ･ 内容
　創薬科学科の教育課程の特色は，先にも述べたように人体や病気に関する化
学や生物などの基礎科目を人体 ･ 病気 ･ 薬と関連付けて学ぶ点です。創薬科学
科では，4年の教育課程のうち3年間を基礎としての教育を行い，最後の1年
間は応用的能力を養うために卒業研究を行います。卒業研究は，研究室に所属

❼ 歯学・医療の進歩と改善に資するために研究を遂行する意欲と基礎的素養を
有します。

❽ 歯科医師あるいは歯学研究者としてのキャリアを継続し，生涯にわたり自己
研鑽を継続する意欲と態度を有します。

❾ 広く世界に目を向け，国際的な視点で歯科医療・歯学の発展と普及に貢献す
る意欲と態度を有します。

◆求める学生像
　歯学部では，多方面にわたる学力に優れていること に加え，九州大学教育憲
章に基づき，秀でた人間性，社会性，国際性を有し，医療福祉の観点から奉仕
精神や利他主義に基づく高い倫理観を有し，チーム医療や課題探求型チーム学
習のチームの一員として協調性の 高い行動を取り，自律的な学究を指向する
人材を求めている。
◆求める学生像と学力３要素との関連
① 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得され

る知識・技能。基幹教育科目，ならびに歯学部専攻科目を修学するために必

要な理科系，文科系の多方面にわたる十分な基礎知識。
② 思考力・判断力・表現力等の能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分の

言葉で人に伝える資質。チーム医療や課題探求型チーム学習のチームの一員
として行動するための協調性を裏打ちするコミュニケーション能力。

③ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：「口腔から全身の健康に貢
献する」ことへの関心。多様性を尊重する態度，異なる考えに共感する寛容
性。医療福祉の観点から奉仕精神や利他主義に基づく高い倫理観。自らを向
上させるため，常に自律的な学究を指向する意欲。医療人に必要な人間性，
社会性，国際性を磨くために努力を惜しまない姿勢。

◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜 大学入学共通テスト
個別学力検査 個別学力検査 個人面接

総合型選抜 大学入学共通テスト 講義に対するレポート 調査書

学校推薦型選抜 大学入学共通テスト 個人面接 調査書，志望理由書，
個人面接
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して，経験豊富な教員の指導の下で，個別に最先端研究に取り組み問題解決能
力の向上を図るものです。基礎教育課程の教育では，多様化 ･ 高度化する創薬
科学や生命科学などに対応できる基礎的能力を獲得するため，創薬科学に関連
した化学系，物理系，生物系，環境系および医療系講義を受けることが義務付
けられます。特色ある人材を養成するために，創薬科学科では創薬有機化学者
および創薬生命科学者等を養成するための多様なカリキュラムを準備していま
す。
　そのほかに本学科では次のことに力を入れます。
❶人文科学と自然科学を含む幅広い教養教育を重視します。
❷ 基礎的な専門教育と早期体験学習を低学年の時に行い，薬学を学ぶ目的意識

を明確にし，その動機付けを高めるとともに，基礎学力を養います。
❸ 国際的に活躍する能力を培うために，異文化や言語文化に関する教養教育を

行うと共に，英語による成果発表のための演習を実施します。
教育指導体制
　創薬科学科では3年生までは，講義と実習 ･ 演習が中心の教育を行います。
社会科学科目や言語文化科目などの教養関連科目を除き，薬学に関連する専門
教育は創薬科学科および臨床薬学科の教員が協力して全員で行います。4年次
に行う卒業研究 ( 特別実習 ) は，両学科に所属する教員による個別指導によっ
て行います。

◆求める学生像
● 薬を科学し創ることに関する研究に対して強い意欲があり，研究者や指導者

として育つ素養がある学生の入学を期待します。
● 高等学校卒業レベルの十分な基礎学力を持つとともに，理科科目（化学，生

物および物理）に対して強い興味がある学生の入学を期待します。
● 将来の国際的な活躍のための基盤となりうる十分な英語の基礎学力をもつ学

生の入学を期待します。
◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得され

る知識・技能。特に，化学系，物理系，生物系，医療系の基礎学問の習得が
必要であるため，理科科目に対する強い興味と十分な素養，および，基本的
な英語力を持っていること。

❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：知識を活用し，多角的に考え，客観的に
評価できる素養を持っていること。さらに，創造力，指導力，国際性を磨く
ため積極的に努力する素養を持っていること。

❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：薬を科学し創ることに関す
る研究に対する関心。理科科目 ( 化学，生物および物理 ) に対する興味。自
分の考えを持ち，的確にそれを伝え，さらに異なる考えも尊重してコミュニ
ケーションを積極的に行う素養を持っていること。

◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

大学入学共通テスト
調査書

個別学力検査
個別学力検査 調査書

一般選抜
（後期）

大学入学共通テスト
調査書

個別学力検査
個別学力検査

調査書
志望理由書
個人面接

【臨床薬学科】

　近年，医療の高度化，複雑化，高齢社会の到来，医薬分業の進展など薬剤師
を取り巻く環境が大きく変化しています。このような状況下で，薬剤師は最適
な薬物療法の提供，服薬指導，医療への安全対策など，幅広い分野において独
自の役割を果たすことが，強く求められるようになってきました。また，薬剤

師としての基礎知識や技能，高い倫理観はもとより，医療従事者としての教養，
医療現場で通用する実践力など，これまで以上に高い資質を持った薬剤師を養
成することが求められています。九州大学の薬学部臨床薬学科は，広い視野と
豊かな人間性を有し，かつ医療従事者として質の高い薬剤師教育を行い，医療
薬学の将来を担う人材を育成することを教育理念としています。
　臨床薬学科では，基礎薬学としての化学系薬学や物理系薬学ならびに生物系
薬学を体系的に学ぶとともに，高度な医療薬学の基礎的および臨床的教育を行
い，さらに臨床にかかわる実践的な実務能力を培います。医療従事者として広
範な視野を持ち，医療現場で指導的役割をになう薬剤師を育成したいと考えて
います。

教育課程の特色 ･ 内容
　臨床薬学科では，6年の教育課程を前期3年，後期3年として捉えています。
前期では基礎的な薬学系科目を中心として，後期では医療薬学系の科目や薬剤
師の職能教育に必要な実践的な薬学系科目を履修します。4年次の後期に行わ
れる共用試験（薬局や病院の現場に出る前に，実務実習に必要な基本的な知識
･ 技能 ･ 態度を身につけていることを担保するために行われる試験）に合格し
た学生を対象に，5年から6年次にかけて医療従事者としての薬剤師養成のた
め，また薬学生が薬剤師を体験する機会として，長期にわたる業務に参加する
型の実務実習を行います。実務実習は病院と薬局における実務実習にわかれ，
その期間は合わせて5 ヶ月です。なお，実務実習の教育的効果を図るため，臨
床薬学科において事前学習（講義 ･ 実習を2 ヶ月程度）を実施します。
　また，4年から6年次には，科学的思考能力を備えた薬剤師としての素養を身
につけるため，研究室に所属して，卒業研究を行います。
　このほか本学科では次のことに力を入れます。
❶人文科学と自然科学を含む幅広い教養教育を重視します。
❷ 基礎的な専門教育と早期体験学習を低年次で導入し，薬学を学ぶ目的意識を

明確にし，その動機付けを高めるとともに，基礎学力を養うことを行います。
❸体験学習等による医療従事者としての人間性および倫理観の育成を行いま
す。
❹高い実践能力が身につく専門教育を行います。
❺臨床薬学における教育者 ･ 研究者の育成をめざした教育を行います。
教育指導体制
　臨床薬学科および創薬科学科の教員が協力して，薬剤師として必要な化学系
薬学や物理系薬学ならびに生物系薬学，さらにより高度な医療薬学ならびに臨
床的教育を行います。本学科の特徴である病院や薬局における実務実習 / 指導
は，医療現場で実務についている薬剤師の方々と本学科の教員とが協力して行
います。
薬剤師国家試験の受験資格について
　臨床薬学科を卒業すると薬剤師国家試験受験資格が与えられます。

◆求める学生像
● 科学研究に対して高い興味や関心を持ち，研究者や指導者として育つ素養が

ある学生の入学を期待します。
● 高等学校卒業レベルの十分な基礎学力を持つとともに，理科科目 ( 化学，生

物および物理 ) に対して強い興味を持つ学生の入学を期待します。
● 医療人として患者や医療従事者等とコミュニケーションを取ることができ，

医療人としての倫理観が育つ素養を持つ学生の入学を期待します。
● 将来の国際的な活躍のための基盤となりうる十分な英語の基礎学力をもつ学

生の入学を期待します。
◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得され

る知識・技能。特に，化学系，物理系，生物系，医療系の基礎学問の習得が
必要であるため，理科科目に対する強い興味と十分な素養，および，基本的
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な英語力を持っていること。さらに，薬剤師としての基礎知識，技能を習得
するため積極的に努力する素養を持っていること。

❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：知識を活用し，多角的に考え，客観的に
評価できる素養を持っていること。さらに，創造力，指導力，国際性，に加
え，薬剤師としての高い倫理観を磨くため積極的に努力する素養を持ってい
ること。

❸ 主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度：科学研究に対する関心。理
科科目 ( 化学，生物および物理 ) に対する興味。自分の考えを持ち，的確に
それを伝え，さらに異なる考えも尊重してコミュニケーションを積極的に行
う素養を持っていること。さらに，医療従事者としての教養，医療現場で通
用する実践力を磨くため積極的に努力する意欲を持っていること。

◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

大学入学共通テスト
調査書

個別学力検査
個別学力検査 調査書

一般選抜
（後期）

大学入学共通テスト
調査書

個別学力検査
個別学力検査

調査書
志望理由書
個人面接

　工学部は，「九州大学教育憲章」に則り，主体性と工学分野の専門性，先導
性，学際性，国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の
教育を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト，及び高い倫理感と国際
性をもって我が国の工業技術を先導し，人類社会の課題解決に貢献する工学の
プロフェッショナルの基盤を培うことを目的としています。

　入学者の選抜は，入学志願者の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価
するため，記述学力重視型入試に相当する一般選抜と大学適応力重視型入試に
相当する総合型選抜のほか，帰国生徒選抜，私費外国人留学生入試及び学士課
程国際コース入試により入学者を選抜します。入試科目などの選択に関する詳
しいことは，募集要項をご覧下さい。
◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
（前期）

調査書
大学入学共通テスト

個別学力検査
個別学力検査 調査書

一般選抜
（後期）

調査書
大学入学共通テスト

個別学力検査
個別学力検査 調査書

総合型選抜 調査書
大学入学共通テスト

実技
課題探求試験

または実技試験

調査書
志望理由書

面接

　工学部では，高等学校等までに学習した国語，英語，数学，理科，社会の学
力を有したうえで，物理学や化学など自然科学の原理と法則を理解し，幅広い
教養と倫理観および国際的視野を併せ持って文明の持続的発展を支える「もの
づくり」を先導する技術者，研究者として成長したいという強い意欲と適性を
持った学生を求めています。

【電気情報工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　電気情報工学科では，電気情報工学の数理・物理・情報学的側面からシステ
ムまでの知識を体系的に獲得させ，半導体デバイス，装置・機器，システム，

情報システムの動作原理を理解し，これらに関する新しい技術開発を行う能力
と，それを通して安全・安心，持続可能で豊かな社会に貢献する人材を育成す
ることを目的とし，専門分野の知識・理解を身に付け，かつそれを社会におい
て活用することができる人材を育成します。このために，専門分野の知識・理
論について基礎の理解の上により高度な知識を修得する積み上げ型の教育と，
社会での実現・応用の目的から遡って何を学ぶかを考えながら学修するアク
ティブ・ラーニング要素を持つ目的指向型教育とを，６年間の中にくさび型に
配置する６年一貫型教育を実施します。

【材料工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　材料工学は，あらゆる構造物やデバイスを構成する材料を創製し，またその
物性を制御することを追求する学問です。本学科では，物質におけるナノレベ
ルでの原子や電子の振る舞いから，マクロレベルでの材料の製造プロセス制御
および材料の特性発現に関する原理や概念に関して教育を行います。同時に，
地球規模の省資源や環境保全を常に念頭に置き，社会から求められる専門性と
多様性に対応し，材料工学の分野の広がりと専門教育の深化の両方に対応する
ことのできる，世界的な価値観を有する創造性豊かな技術者・研究者の育成を
目指します。

【応用化学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　応用化学は，人類が豊かで持続的に発展できる社会を実現するための優れた
材料の創出と活用を目指す学問です。 本学科では，生活の基盤をなす材料の物
性を原子・分子のレベルで理解・制御し，物質に関する科学技術の新領域を創
出し，地球環境との調和ならびに豊かな物質社会と人類の福祉に貢献できる研
究者・技術者を養成することを目指します。

【化学工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　化学工学科では，物理化学，反応工学，流体工学，伝熱工学，物質移動工学，
プロセスシステム工学，生物化学工学で構成される化学工学の基礎を学び，環
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境・エネルギー，新規機能性材料，バイオテクノロジー・高度先進医療，生産
プロセスに関する専門基礎を教育し，地球環境との調和と人類の福祉に貢献で
きる研究者・技術者などの人材を育成します。社会が求める優れた人材の養成
をめざすために，研究を通した教育によって学部４年と修士２年を連結した６
年一貫型教育を行うことで，化学工学を中心とする幅広い基礎学問を修得し，
そこで学んだ基礎知識をもとに，卒業後に自ら学習（アクティブ・ラーニン
グ）することによって，将来的により高度な専門性を有することを可能としま
す。このように，多様な知識の獲得と実践，学びの深化を行うことで実践力を
持った研究開発者の育成をめざします。

【融合基礎工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　融合基礎工学科では，物質科学，材料工学，機械工学，電気電子工学の従来
型工学系ディシプリンに学際領域を包含した専門分野（物質科学と材料工学を
融合した物質・材料工学，または機械工学と電気電子工学を融合した機械・電
気電子工学）をメジャー分野に，情報科学をマイナー分野に設定し，PBL 教育
で両者を実践的に結び付けることにより，環境・エネルギー問題に代表される
多様で複雑な問題に対応し，解決することができる工学系π型人材を育成する
ことを教育目標としています。

 
本学科で育成する “ π型人材 ” 像

　また，物質・材料工学分野又は機械・電気電子工学分野に関するコース専門
科目の学修を通して，各々の分野の専門力を強化し，環境・エネルギー問題に
代表されるグローバルな課題の解決に不可欠な俯瞰力・実践力を養います。さ
らに，マイナーとなる情報科学に関連する科目を履修することで各々の専門分
野において情報科学を有効に応用できる情報応用力を養成します。

【機械工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　機械工学科は，機械要素や機械システムなどの「ものづくり」の技術を追究
する学問です。本学科では，自然法則の基礎理論を理解し，社会のニーズに応
え，制約された条件下で社会や自然への影響を常に考慮しつつもの作りを行う
能力と，文化の枠を越えた世界的な価値観を有する創造性豊かな技術者 ･ 研究
者を組織的に養成し，機械工学の基盤となる四力学および数学に代表される工
学の素養に関する科目に対する確実な修得に基づいて，数式を通した実現象の
理解およびその現象と具体的な「もの」との関係を把握することを重視したカ
リキュラムを編成します。水素工学，生体工学，テクノロジー・マーケティン
グ，ロボティクス，精密加工・計測等に関連する応用的な科目および四力学に
関しての高度な内容の科目群を選択科目として配置し履修機会を与えること
で，主体的に学ぶ姿勢と実践的な問題解決能力を身に付けると同時に修士課程
への接続を容易にしています。

【航空宇宙工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　航空宇宙工学科は，人類の活動領域拡大に必要な先進工学分野を開拓する学
問です。本学科では，力学を基礎とした工学理論や，航空宇宙機開発特有のシ
ステム工学に関連する基礎学問を修得し，航空宇宙機の運用環境拡大によって
生ずる課題を発見・解決する能力および幅広い教養と総合性，国際性を身に付
けた技術者・研究者を組織的に養成することを目的にしています。
　また，航空宇宙機の開発や運用の基礎となる自然科学分野の諸学理の理解と
システム・インテグレーション能力の養成のための教育を行います。４年次に
「応用飛行制御論」を情報系科目として設定し，航空宇宙機に搭載された各種
センサから得られる計測データを用いた飛行状態の推定，コンピュータ制御の
基礎となるディジタル制御など，一般的抽象的な手法ではなく航空宇宙分野特
有のデータ解析手法を学ぶことを通してデータサイエンスの基礎を修得しま
す。さらに，90% を超える学生が修士課程へ進学する現状に鑑み，航空宇宙
工学専攻との学部・修士一貫型教育を念頭において幅広い知識を融合させて人
類の未来に貢献する学生を輩出するカリキュラム編成としています。

【量子物理工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　量子物理工学科は，真理の追求と最先端の物理学の工学への応用という観点
のもとに，ミクロからマクロにわたる視野で物理現象を理解し，現代社会の問
題解決と持続可能な社会の構築を探求する学問です。本学科では，応用物理学，
量子科学，原子核工学等に係る基礎的学問の深い理解をもとに，新しい量子現
象の観察やその応用，量子ビームに関わる技術の深化や医療・生命分野等多方
面への応用，新規な材料の開発，エネルギー開発，環境保全等の分野において，
世界的に活躍できる研究者・技術者の育成を組織的に養成します。
　また，自らの専門性を深めるために自らの興味と専門とする分野を考慮して
履修することができるよう，原子力・放射線分野や応用物理学分野にわたる幅
広い科目を開講しています。

【船舶海洋工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　船舶海洋工学科は，船舶による海上交通や海洋輸送の活用，海洋に存在する
再生可能エネルギーや鉱物資源の開発等，海洋環境の保全を図りつつ海洋の持
続的な開発および利用を可能とする技術の発展を追求する学問であると同時
に，異なる研究分野の間に共通する概念・手法・構造を抽出することで分野間
の知の互換性を確立し，普遍的な知の体系を作り上げる「知の統合」を生み出
す総合工学の一つの分野でもあります。本学科では，自然法則の基礎理論を理
解し，グローバルな価値観に基づき海洋と人類の共生に貢献することを目的と
して，造船技術の継承・発展を図る能力，ならびに持続的な海洋開発を担い得
る総合工学的な広い視野を持った技術者・研究者を育成することを教育目標と
しています。

【地球資源システム工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　地球資源システム工学科は，あらゆる産業活動の基盤と社会生活を支えるエ
ネルギー資源と鉱物資源の持続可能な環境適応型の探査・開発・生産技術，さ
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らに資源循環・防災に関する独創的な技術の創生を目指す学問です。本学科で
は，国際的に展開される地下資源の探査・開発・供給，国内外における自然災
害の防止技術の開発や地球環境への負荷を軽減する諸技術の開発を担う21世
紀の地球資源システム工学に関する，地球規模での発想能力と創造力を兼ね備
えた研究者・技術者を育成することを教育目標としています。

【土木工学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　土木工学科は，構造物の設計 ･ 施工に関する技術展開と都市問題から環境問
題に至る社会基盤システムの構築を体系的に探究する学問です。本学科では，
社会基盤や社会環境システムの創造や構築に対応できる専門的基礎知識と技術
を備え，かつ柔軟な応用力や実行力を身につけた人間性，国際性豊かな技術者
･ 研究者を組織的に養成することを目的としています。
　カリキュラム編成は，土木工学の幅広い領域の専門科目を基礎から応用まで

積み上げる縦糸的な科目群と，これからの時代の変化を見据え，学んでおくべ
き横糸的な科目群からなり，構造・材料系，地盤系，計画系，環境系，水系の
五つの専門領域と社会における土木工学の位置づけや幅広い役割について理解
することを目的とした基礎領域を配置し，様々な専門知識についての理解を深
めることを目標としています。

【建築学科】

教育課程の特色 ･ 内容
　建築学は，未来の建築と都市を構想し，歴史・文化を継承し，人々を取り巻
く物的環境の形成を担う学問です。本学科では，時代と共に変化する人々の多
様な生活に密着した空間をつくり出し，それを活用し続けるために，建築の計
画理論と設計方法，環境技術，構造技術，さらに材料に関する知識と施工技術
など，多様な要素を総合する能力を持つ人材を，組織的に育成することを教育
目標としています。

　芸術工学部の教育，研究において中心となる学問分野は「芸術工学」です。
これは，「技術の人間化」を理念として，科学技術を人間生活に適切に利用する
ために，技術の基盤である科学と，人間精神のもっとも自由な発現である芸術
とを統合し，その全体的な精神によって技術の進路を計画し，その機能の設計
について研究する，という学問分野です。芸術工学部は，「技術の人間化」を実
践する学部として，工学や技術に関する科学的な知識，人間や社会に対する深
い洞察や，社会の状況に的確に対応できる豊かな教養を持ち，国際的にも通用
する広い視野と学識を有する創造性あふれる高度デザイン人材の育成を目的と
しています。

　近年の社会構造の変化，解決すべき社会的課題の複雑化などに伴って，デザ
イナーの役割も大きく変化し，デザインの対象も「モノ」から「コト」，「ビ
ジョン」へと拡大し，さらには価値創造プロセス全体や，未来のあり方に関す
る「問い」までもが含まれるようになってきました。このような変革に対応す
るために，芸術工学部では従来の5学科を「芸術工学科」の１学科へ統合し，
その中に緩やかに並列する以下の5コースを設置することとしました。
●環境設計コース
●インダストリアルデザインコース
●未来構想デザインコース
●メディアデザインコース
●音響設計コース
　これまでの芸術工学の学問的アイデンティティを継承しつつ，拡大し流動化
するデザイン領域に対応できる体制です。芸術工学部の教育プログラムは，以
下の特色を持っています。
Ⅰ） 創造性を育む新しいデザイン教育：芸術工学の基幹をつくるデザインリテ

ラシー科目や，他コースの学生と協働して新たな価値創出や課題解決に取り
組むコース演習科目，融合プロジェクト・プラットフォームなどを設置しま
す。

Ⅱ） 学生の流動性の促進：1年を４学期に分けるクォーター制の授業開講によ
る機動的な受講を基本として，一定の条件を満たした場合に3年次からの転

コースや，卒業研究を他コースで実施することを可能にするなど，軸足とな
る専門性をしっかりと担保しつつ，デザイン領域の拡大や学生の自由な発想
に対応できる仕組みを導入します。

III） 国際的な教育活動の促進：全コースの学生を対象に国際プログラムを設
け，英語による講義・演習授業の実施，英語による卒業研究発表などを実施
します。国際プログラムに所属する学生は，在学中に履修プログラムの一環
としての留学を行い，海外の大学での新たなデザイン概念，デザイン実践を
修得します。

IV） その他：国際的な建築家資格を目指す学生向けに，環境設計コースの４年
間と大学院芸術工学府の２年間を合わせた６年間の国際標準の建築設計教育
を提供します。その他にも，卒業ののちに活躍できるよう，設計やデザイン
関係の各種資格を受験するために有効な教育プログラムが用意されていま
す。さらに，企業や自治体および非営利法人 (NPO) などと連携した実践的
な講義・演習科目も多く用意されています。

【環境設計コース】

　エコロジー，持続可能性，地域再生といった近年の課題に応えるため，人間
をとりまく環境について多角的な知識を学び，両者の関係のありかたを考察し
て，芸術的センスあふれる建築，都市，地域，緑地，ランドスケープなどより
よい環境をデザインできる総合的な設計家を育成します。

● 本コースでは，低年次において基礎科学やデザインリテラシーの授業ととも
に環境設計の基礎スキルを培うための教育科目を配置します。

● その後，フィールドワークなどの学外実習や，実践的な設計プロジェク卜演
習を中心として，それを専門講義科目群が支えるカリキュラムによって，多
様化する環境に関する諸問題や，建築，都市，地域，ランドスケープなど，
幅広く専門的な知識と実践的な設計能力を修得させます。

● 一級建築⼠受験資格に対応しており，大学院修⼠課程と合わせることで国際
的な建築家教育課程として認定されたプログラムも用意されております。
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◆求める学生像
　環境設計コースでは，次のような資質，意欲・関心を備えた学生を求めてい
る。

1. 多様化する環境に関する諸問題に対して，空間の広がりや，歴史性をふま
えて，問題を解決するためにどのような提案をすべきか，自ら判断する強
い意欲を有する。

2. 建築，都市，地域，ランドスケープ等に関する専門知識を修得するために
必要な基礎学力を有する。

3. 環境を読み解く力，社会調査スキル，科学的思考力，表現能力，分析する
力を修得するために必要な環境や事物を観察する能力，創造的な感性を有
する。

◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得さ

れる知識・技能。継続的な学習を支える好奇心。特に上記の求める学生像
の2. に対応している。

❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分
の言葉で人に伝える資質。鋭敏な観察能力と創造的な感性。特に上記の求
める学生像の3. に対応している。

❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：建築，ランドスケープ，
歴史環境等の創造性に関わる環境設計関連分野への強い関心。多様性を尊
重する態度，異なる考えに共感する寛容性。失敗を恐れない向上心。特に
上記の求める学生像の1. に対応している。

◆入学者選抜方法 

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
調査書

大学入学共通テスト
個別学力検査

個別学力検査 調査書

総合型選抜 調査書
大学入学共通テスト 実技 調査書

志望理由書

【インダストリアルデザインコース】

　社会とのつながりを踏まえ，人間の特性をさまざまな側面から理解し，技術
の再編・統合も含めた生活者の立場からの新しい俯瞰的視点を備え，安全・安
心で魅力的な「製品」「生活環境」「サービス」を創造するクリエーター，プラ
ンナー，エンジニアなども含む広義のデザイナーを育成します。

● 本コースでは，低年次において基礎科学やデザインリテラシーの授業ととも
に，人の生活や社会を支える様々な設計対象に対応するための感性，工学，
科学などの複数の考え方に基づいた基礎スキルを培うための教育科目を配置
します。

● その後，人間の特性を理解し，論理的にデザインを創造するために，クリ
エーティブデザインと人間工学を核とした専門科目に関する講義と演習を相
互に行い，深い理解と知識・技術を修得させます。また，専門領域を横断し
たプロジェクトの学修を介して，高度な専門知識を融合し新しい価値を創造
できる実践的な能力を修得させます。

◆求める学生像
　インダストリアルデザインコースでは，次のような資質，意欲・関心を備え
た学生を求めている。

1. 人間の特性と論理的にデザインを創造する幅広い専門知識を修得するた

めに必要な基礎学力を有する。
2. 人間とは何かを考え，人間の生活や社会を支える「製品」「生活環境」「サー

ビス」「社会システム」の創造に対して強い意欲を有する。
3. 社会的視点を持って物事を考え，実践する努力を惜しまない意欲を有す

る。
◆求める学生像と学力３要素との関連

❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得さ
れる知識・技能。特に上記の求める学生像1に対応している。

❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分
の言葉で人に伝える資質。特に上記の求める学生像2に対応している。

❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：人間とは何かを考え，人
間の生活や社会を支える「製品」「生活環境」「サービス」「社会システム」
を創造することへの関心。多様性を尊重する態度，異なる考えに共感する
寛容性。特に上記の求める学生像3に対応している。

◆入学者選抜方法

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜
調査書

大学入学共通テスト
個別学力検査

個別学力検査

総合型選抜 調査書
大学入学共通テスト 実技 調査書

志望理由書

学校
推薦型選抜

推薦書
調査書

大学入学共通テスト
面接

推薦書
志望理由書

面接

推薦書
調査書

志望理由書
面接

【未来構想デザインコース】

　現代と未来の社会における複合的な課題と可能性に向き合うため，人々や社
会が持つ本質的な課題や期待を捉え，そこで必要となるコト・サービス・ビ
ジョン・社会の在り方を総合的にデザインできる発想力や創造力を持った人材
を育成します。

● 本コースでは，低年次において基礎科学やデザインリテラシーの授業ととも
に，新たなデザイン分野を切り開くために自然科学，情報科学，社会科学，
アート・デザインなどの分野の基礎的な知識を修得させるための教育科目を
配置します。

● その後，近い未来の社会のありようを想起するため，芸術，技術，思想の歴
史と理論などの知識を修得させ，アート & デザイン，社会構想，情報・生命
の科目群で構成していた専門科目によって未来を構想，デザインする能力を
養います。また深化・展開科目として他コースの科目を集中的に履修するこ
とで具体的なデザイン対象に習熟し，融合プロジェクト・プラットフォーム
での演習を通して実践的な知識やスキルを修得させます。

◆求める学生像
　未来構想デザインコースでは，次のような資質，意欲・関心を備えた学生を
求めている。

1. 近い将来の我々の社会のありように関心を持ち，既成概念にとらわれるこ
となく，新たなデザインの分野の開拓や表現活動への挑戦と創造への強い
意欲を有する。

2. よりよい社会を構想するために，芸術，技術，思想に関する知識と，自然
や社会を数理科学的に捉える生命科学，情報科学に関する知識を修得する
ために必要な基礎学力を有している。

3. 社会的な課題に関心を持ち，論理的な思考力と実証的な志向性を有する。
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◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得さ

れる知識・技能。特に上記の求める学生像の2. に対応している。
❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分

の言葉で人に伝える資質。上記の求める学生像の3. に対応している。
❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：未来を構想し，デザイン

を通して実現することへの関心。多様性を尊重する態度，異なる考えに共
感する寛容性。上記の求める学生像の1.3. に対応している。

◆入学者選抜方法 

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して学
ぶ態度

一般選抜
調査書

大学入学共通テスト
個別学力検査

個別学力検査 調査書

総合型選抜 調査書
大学入学共通テスト

表現・プレゼンテーション・
対話・レポート

調査書
対話・レポート

志望理由書

学校
推薦型選抜

推薦書
調査書

自己活動評価書
小論文

推薦書
調査書
作文

自己活動評価書
小論文
面接

推薦書
調査書
作文

自己活動評価書
面接

【メディアデザインコース】

　論理的な思考能力と芸術的感性あふれる表現能力を併せ持ち，メディアとコ
ミュニケーションに関する問題を科学的かつ文化的視点で捉え，新しいメディ
アテクノロジーを応用し，創造的なデザインに積極的に挑戦できる，クリエー
ターをはじめとする高次のデザイナーを育成します。

● 本コースでは，低年次において基礎科学やデザインリテラシーの授業ととも
に，芸術表現やプログラミング言語，コミュニケーションに関わる基礎的な
知識を修得させるための教育科目を配置します。

● その後，メディア表現，メディアインタラクション，メディアコミュニケー
ション学の３つの科目群を配置し，メディアとコミュニケーションのデザイ
ンや研究に応用できる数理的な知識，人の心理に関わる知識，知的財産の保
護・流通，芸術と文化に関わる専門的知識を修得させます。

◆求める学生像
　メディアデザインコースでは，次のような資質，意欲・関心を備えた学生を
求めている。

1. メディアとコミュニケーションに関わるデザインと芸術的表現に強い意
欲を有する。

2. メディアとコミュニケーションに関わるデザインの知識，数理科学的知
識，人間の心理や知的財産に関する知識，芸術と文化に関わる知識を修得
するために必要な基礎学力を有する。

3. メディアとコミュニケーションに関わるデザイン，コンテンツ創成に関す
る基礎的な表現能力を有する。

◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における理系分野の基礎的教科・科目の履修を通

してメディアデザインの教育を受けるうえで必要な基礎的学力を有してい
る。特に上記の求める学生像の2. に対応している。

❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：メディアとコミュニケーションに関わ
るデザインを客観的に捉え，創造的に実践するうえで必要な論理的思考能
力と，基礎的な表現能力を有している。特に上記の求める学生像の3. に対
応している。

❸ メディアとコミュニケーションに関わるデザインと芸術的表現への強い関
心：多様な価値を尊重し，様々な創造的表現に関心を有している。特に上
記の求める学生像の1. に対応している。

◆入学者選抜方法 

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜 大学入学共通テスト
個別学力検査 個別学力検査

総合型選抜 大学入学共通テスト 実技 志望理由書

【音響設計コース】

　音文化を深く理解し，音に対する正しい評価，人間に適合した音環境の創出，
音響情報の高品質化の推進に必要となる，音に対する鋭い感性と他分野との融
合も視野に入れた高度な専門的知識を兼ね備えた，総合的な設計能力を有する
人材を育成します。

● 本コースでは，低年次において基礎科学やデザインリテラシーの授業ととも
に，音に関連する芸術，科学，技術の分野の基礎科目を配置します。

● その後，音響設計の専門家として必要な，音に対する感性と音に関連する文
化，環境，情報の各分野についての専門知識を修得，深化させ，さらにコー
スの専門科目やコースにまたがる横断的な科目を履修することを通して，総
合的に課題を解決するために応用する能力を修得させます。

◆求める学生像
　音響設計コースでは，以下のような学生を求めている。

1. 音に関連する芸術，科学，技術の幅広い分野に関心を持ち，専門的知識を
自発的に修得する強い意欲を有する。

2. 音響設計の専門家として必要な音に対する感性と，音に関連する文化，環
境，情報の各分野についての専門的な知識を修得するための基礎学力を有
する。

3. 音響・音楽などに関する強い関心や有意義な経験を持ち，芸術的感性を有
して個性豊かであるとともに，音響設計コースにおいて自主的に修学する
意欲を有する。

◆求める学生像と学力３要素との関連
❶ 知識・技能：高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得さ

れる知識・技能。高等学校で履修する科目，特に，数学，物理，外国語の
基礎知識を確実に習得していること。上記の求める学生像の2 に対応して
いる。

❷ 思考力・判断力・表現力等の能力：多面的に考え，客観的に批判し，自分
の言葉で人に伝える資質。入学後の修学に必要である基礎学力に加えて，
論理的な思考能力，数理的思考能力，問題解決能力，独創性，表現力を有
していること。上記の求める学生像の3 に対応している。

❸ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度：多様性を尊重する態度，
異なる考えに共感する寛容性。音に関連する芸術，科学，技術の幅広い分
野に関心。音響・音楽に関する様々な活動など，有意義で実践的な経験を
有していること。音楽に関する芸術的感性を有していること。上記の求め
る学生像の1，3 に対応している。

◆入学者選抜方法 

１. 知識・技能 2. 思考力・判断力・表
現力等の能力

3. 主体性を持って多様
な人々と協働して
学ぶ態度

一般選抜 大学入学共通テスト
個別学力検査 個別学力検査

総合型選抜 大学入学共通テスト 小論文 個人面接

85








